
おおずニュース

地
域
の
力
で
大
洲
に
活
力
を�

～
大
洲
市
地
域
づ
く
り
表
彰
～

　

大
洲
市
地
域
づ
く
り
表
彰
が
１
月
11

日
︵
土
︶、
大
洲
市
役
所
で
開
催
さ
れ

４
個
人
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
洲
市
地
域
づ
く
り
表
彰
と
は
、
市

内
に
お
い
て
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
な
ど
に
取
り
組
み
、
貢
献
の
あ
っ

た
個
人
ま
た
は
団
体
を
表
彰
す
る
も
の

で
、昨
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
で
清
水
市
長
は
﹁
み
な
さ

ん
の
献
身
的
な
努
力
が
、
地
域
に
活
力

を
与
え
る
と
と
も
に
、
本
市
を
も
り
立

て
る
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
活
動
を
大
洲
市
の
大
切
な
財

産
に
し
て
い
き
ま
す
﹂と
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
二
宮
伉す

な
ほ

さ
ん

は
、﹁
私
た
ち
は
、
地
域
の
た
め
に
継

続
は
力
な
り
の
言
葉
を
信
じ
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
が
こ
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
発
展
や
青
少
年

の
健
全
育
成
、高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、

安
全
安
心
の
地
域
社
会
づ
く
り
に
尽
力

し
、
地
域
の
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
﹂

と
受
賞
の
喜
び
と
今
後
の
抱
負
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
受
賞
さ
れ
た
左
記
の
個
人
や

団
体
の
活
動
内
容
な
ど
を
、
広
報
大
洲

で
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

▽
二
宮　
　

伉す
な
ほ 

さ
ん
︵
田
口
︶

▽
土
居　

泰や
す

正ま
さ 

さ
ん
︵
五
郎
︶

▽
富
永　

俊
し
ゅ
ん

平ぺ
い 

さ
ん
︵
若
宮
︶

▽
（故）
笹
本　

榮え
い

一い
ち 

さ
ん
︵
沖
浦
︶

▽ 

通
学
合
宿
る
り
ひ
め
村

　

実
行
委
員
会
︵
白
滝
︶

新屋内運動場が完成　～大洲東中学校屋内運動場落成式典～

　学校施設の耐震化と老朽化対策として改築工事を
行っていた大洲東中学校屋内運動場の落成式が １ 月
2４日㈮に行われ、生徒や地元の関係者などおよそ１7０
人が参加して、その完成を祝いました。
　開会にあたり清水市長は「新しい屋内運動場は、
大洲産の木材を使用した温かみのある優しい造りと
なっています。学校の体育活動だけでなく、地域の
生涯学習の場や地域コミュニティの拠点としても利
用してください」と式辞を述べました。

　また、生徒を代表して後藤陸
りく

さんは「体育館とい
えば、コンクリート造りが多いと思いますが、今回
は木造で建設され、日本の文化が感じられます。ま
た、木材の香りが建物中に広がり、とても落ち着き
ます。この体育館を大洲東中学校の誇りとして、こ
れから大切に使わせていただきます」とお礼の言葉
を述べました。
　式典終了後、参加者は木材の温かみや香りを楽し
みながら、屋内運動場を見学していました。
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おおずニュース

﹃
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
﹄�～
平
成
25
年
度
健
康
食
フ
ェ
ア
～

　

大
洲
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
主

催
に
よ
る
﹁
健
康
食
フ
ェ
ア
﹂
が
１
月

31
日
㈮
、﹁
ヘ
ル
シ
ー
な
郷
土
料
理

と
生
活
習
慣
病
予
防
食
を
伝
え
よ

う
！
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
大
洲
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
各
支
部
の
リ
ー
ダ

ー
が
保
健
セ
ン
タ
ー
主
催
の
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
の
講
習
会
を
受
講

し
、
市
内
19
支
部
へ
伝
達
講
習
を
行
っ

た
成
果
を
発
表
す
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
当
協
議
会
の
冨
永

裕ひ
ろ

代よ

会
長
は
﹁
各
支
部
が
大
洲
産
の
食

材
を
使
い
、
腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
っ

た
料
理
を
食
べ
て
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
を
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

清
水
市
長
は
来
賓
あ
い
さ
つ
で
﹁
健

康
の
基
本
は
食
に
あ
り
ま
す
。
地
元
に

あ
る
食
材
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
こ
の

よ
う
に
素
晴
ら
し
い
料
理
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の
手
で

料
理
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
を
お
願
い

し
ま
す
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
各
支
部
が
用
意
し
た
19

品
目
の
健
康
食
が
並
べ
ら
れ
、
約
２
８

０
人
の
参
加
者
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
作
ら
れ
た
料
理
を
ほ
お
ば
り
な

が
ら
、
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

黒　田　　進
すすむ

　さん
（長　浜）

元五十崎中学校長

　黒田さんは、長年にわたり学校教育に

ご尽力されたご功績により、このたび瑞

宝双光章を受章されました。

瑞
宝
双
光
章

高齢者叙勲

　浄化槽関係事業の発展向上に顕著な功績のあった
者を称える「環境大臣表彰」が、徳森在住の城戸俊

とし

明
あき

さんに贈られました。
　城戸さんは、愛媛県浄化槽協会副会長・大洲喜多
浄化槽協会会長として、地域における環境衛生の向
上（生活環境改善事業）にご尽力されてきました。
受賞を受けた城戸さんは、「これからも地域の役に
立ちたいと思う」と今後の意気込みを語られました。

生活環境改善事業功労者に対し
 環境大臣表彰が贈られました
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シリーズ

文化財

豊茂のコガノキ
大洲市指定天然記念物
個人所有

　本樹は、長浜の豊茂
上地区に自生している
樹高約１３ｍ、根回り6. 8ｍ、目通り6. 8ｍ、樹齢
約４００年になる古木です。
　樹木のそばにある石碑は、法華経の一字を小
石に書き願をかけた「一字一石経」と呼ばれる
石が多数埋められていることを伝えるもので、
本樹を神木としてあがめてきたことを物語って
います。
　また、幹には大洲藩主が切り目を入れたと伝
えられる傷跡も残されています。　
　本樹は、市内のコガノキの中でも最も高い樹
高を誇っている他、寄生木であるイタビカズラ
などが幹や枝に巻きついた姿は、古木らしく堂々
とした風格を見せています。

（昭和４6年 ３ 月３０日指定）

野　鳥

ホシムクドリ（星椋鳥）
スズメ目ムクドリ科
全長 ２２㎝

　まれに観察されるムクドリの仲間です。ほと
んどムクドリに混じって行動するため、群にな
る冬期に観察されますが、本来はヨーロッパか
らユーラシア西南部に生息しています。よくテ
レビで見られるように、大空を帯のように群れ
ていろいろな形に変えながら飛ぶ数十万羽のム
クドリの群は本種です。ムクドリより少しスリ
ムで、光が当たると真っ黒い体はグリーンにも
輝き、星を散りばめたような斑点と相まった、
非常にきれいな羽根を持っています。
　街中の電線に群がって騒がしく、ふんの被害
などで嫌われ者のムクドリですが、じっくり観
察すると思わぬ珍客に出合うこともあります。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

がんばる大洲企業
　

弊
社
は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
グ
ル
ー

プ
会
社
と
し
て
、
昭
和
55
年
に
操
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
愛
媛
県
唯

一
の
食
肉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
県
内
で

生
産
さ
れ
た
牛
・
豚
を
衛
生
的
に
処
理

加
工
し
、﹁
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
﹂﹁
伊

予
牛
絹
の
味
﹂
な
ど
の
全
農
ブ
ラ
ン
ド

商
品
と
し
て
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
菅
田
地
区
と
今
治
市
に

あ
る
直
営
養
豚
農
場
、
そ
の
他
の
生
産

委
託
農
場
を
含
め
、
年
間
５
万
頭
余
り

の
肉
豚
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
直
営
農

場
で
は
、
豚
の
健
康
状
態
の
細
か
な
管

理
や
飼
育
履
歴
の
明
確
化
を
図
る
こ
と

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

　

～
生
産
者
と
消
費
者
を
安
心
で
結
ぶ
架
け
橋
を
目
指
し
て
～

▽
所
在
地　

春
賀
甲
４
１
０

▽
電　

話　

㉖
１
２
１
１

で
、
食
の
安
全
安
心
に
対
す
る
消
費
者

の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
同

時
に
、
品
質
の
良
い
食
肉
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
予
市

の
直
売
所
﹁
い
よ
っ
こ
ら
﹂
で
は
、
地

元
農
産
物
・
加
工
品
を
は
じ
め
、
自
社

生
産
の
豚
肉
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
ブ
ラ

ン
ド
商
品
な
ど
を
取
り
扱
い
、
生
産
か

ら
販
売
ま
で
に
至
る
一
貫
体
制
の
下
、

６
次
産
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
﹂
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
人
は
動
植

物
の
尊
い
命
の
お
か
げ
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
消
費

者
の
み
な
さ
ん
に
﹁
ご
ち
そ
う
さ
ま
、

お
い
し
か
っ
た
﹂
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
が
、

食
材
へ
の
感
謝
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、﹁
安
全
で
新
鮮
な
国
産
農

畜
産
物
づ
く
り
や
元
気
な
産
地
づ
く
り

を
支
援
す
る
﹂こ
と
を
経
営
理
念
と
し
、

２
５
０
人
の
従
業
員
と
と
も
に
地
域
産

業
の
振
興
・
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
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シリーズ

　私は、イングランド北西部の都市、マンチェスターで生まれました。その後、東京、

ロンドンとずっと都会で暮らしてきました。

　子どもの頃は、夏になるとリンカンシャーという人口2００人足らずの、とても小さ

な村に住んでいる祖父母の家に遊びに行っていました。村にはパブが １ 軒、郵便局を

兼ねた小さな食料雑貨店が １ 軒、そして教会が 2 堂あり、祖父母の家は農場と畑、森

に囲まれていました。祖父母に会えるのはうれしかったのですが、 2 人が住んでいる

場所はとても退屈で、当時の私には田舎暮らしの魅力は分かりませんでした。しかし、

年齢を重ねるにつれて、田舎の生活を経験したい、良さを分かりたいと思うようになりました。

　その機会が訪れたのは、ＪＥＴプログラムに応募した時です。応募用紙には、日本で住んでみたい地域名を ３ カ

所書くことができるようになっていました。私は特定の地域名を書かず、ただ地方のどこかということを記入した

ところ、大洲に来ることになりました。大洲がどこにあるかを調べほんの少し不安になりましたが、同時にわくわ

くした気持ちにもなりました。隣の人の名前も知らないような大都会を離れ、

全員が知り合いのように思える小さな町に来ることは、自分にとっては大変

不思議な感じを抱かせてくれるものでした。大洲に住んでみて、田舎の暮ら

しや魅力を堪能できるようになりました。美しい風景、澄んだ空気、のどか

で穏やかな日常、そして地元で育った野菜や果物を買うことができる点もと

ても気に入っています。田舎で暮らすことは良いこともたくさんあり、それ

を経験できることをうれしく思っています。

ＡＬＴ（外国語指導助手）のつぶやき
大洲で知った田舎の素晴らしさ

エミリー・クープ　さん

ロンドンの景色

★

★

おおずの女性 ～輝いて今～

男女共同参画社会づくりの実現に向けて
　大洲市女性団体連絡協議会とおおず女性塾の共催による、男
女共同参画社会づくりセミナーが １ 月26日㈰、大洲市総合福祉
センターで行われました。
　セミナーでは、元ＮＨＫエグゼクティブアナウンサーの村上
信
のぶ

夫
お

先生をお迎えし、「ことばのビタミン」と題した講演があ
りました。
　講演では、アナウンサー時代の失敗談などについてユーモア
を交えて話されました。また、全国各地を回り「うれしい言葉
の種まき」をされている村上先生は、「言葉は、人に影響を与
える力を持っています。乱暴な言葉は人を傷つけ、感謝の言葉
やうれしい言葉は社会の潤滑油になります。例えば、『ありが
とう』『いただきます』『おかげさまで』といった言葉は、人に
勇気を与え、元気にさせることができます。これらの言葉を使
うことで、男女共同参画社会づくりのためだけでなく、大人と
子どもの間でも上司と部下の間でも、差別区別なく共同参画で
きる社会づくりをしていくことができるはずです」と話されま
した。
　これからも大洲市では、男女共同参画社会づくりの推進を目
指して、積極的な取り組みを行っていきます。
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まちのわだい

お気に入りの一品、完成！
～ポーセラーツ教室～

　肱川風の博物館・歌麿館で「ポーセラーツ教室」が
開催されました。
　ポーセラーツとは、ポーセレン（磁器）とアート（芸
術）から名付けられた造語で、今回は転写紙（印刷さ
れた絵柄）を真っ白なカップに貼り、自由に絵付けを
しました。
　肱川風の博物館・歌麿館では、この他にもさまざま
な講習会を実施しています。

1 月19日㈰

盲導犬について学ぼう
～盲導犬学校キャラバン～

　新谷小学校と大洲小学校の 2 校で、盲導犬学校キャ
ラバンが開催されました。
　児童たちは、島根あさひ訓練センターの講師から、
盲導犬の役割や盲導犬を連れた人に出会った時のマナ
ーについて教えてもらい、実際に目隠しをして盲導犬
と歩く体験をしました。
　児童たちは一生懸命にメモを取り、盲導犬や目の不
自由な人への理解を深めていました。

1 月23日㈭

寒さに負けず新春の肱川へ
～第60回記念大洲市寒中水泳大会～

　毎年恒例の大洲市寒中水泳大会が開催されました。
6０回の記念大会となった今年は、 ４ 歳から7３歳までの
参加者87人が、気温 8 度水温 7 度の肱川で初泳ぎを行
いました。
　大学生による水書や日傘、大洲神伝流保存会女性練
士による女性初の「武

む

者
しゃ

業
わざ

」が披露されると、詰め掛
けた観衆から大きな歓声が上がっていました。

1 月13日㈪

華麗なる読み
～第97回新春囲碁大会～

　長浜ふれあい会館で、「第₉7回新春囲碁大会」が開
催されました。当日は腕自慢の棋士１１人が参加し、そ
れぞれ激しい読み比べを行いながら熱戦を繰り広げ
ました。
　毎年開催されるこの大会は、日頃から鍛えられた棋
力を発揮する場であると同時に、交流を深めることの
できる機会にもなっています。

1 月12日㈰
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三世代の交流の輪を広げて
～三世代交流研修会～

　「強い絆」と「心の潤い」のある地域社会づくりを
目指して、大洲市総合福祉センターで三世代交流研修
会が行われました。
　午前中は、小中学生が餅つきや料理について、PTA
や婦人会、老人クラブの人から教わりながら、昼食作
りに挑戦しました。午後には、代表者による「三世代
の絆について」をテーマとした意見発表が行われ、世
代を越えた交流が図られました。

1 月25日㈯

まちのわだい

大切な財産を守るために
～「文化財防火デー」火災訓練～

　文化財防火デーとなるこの日、地元消防団員や消防
署員、大洲城管理事務所職員など約7０人が参加して、
大洲城本丸東側からの出火を想定した火災訓練が行
われました。
　この訓練は、文化財に対する愛護思想と防火意識の
高揚を図ることを目的に、毎年消防団主催で市内の各
文化財を対象に実施されています。

1 月26日㈰

自分たちの地域は、自分たちでつくる
～正山を語る会～

　今年度末で閉校となる幼稚園と小学校の施設を利活
用し、正山地区の元気の創造を考えようと、正山小学
校で「正山を語る会」が行われました。
　会では ₉ 組１6人が発表し、跡地にパン工房やミニ図
書館、老人ホームを建設するなどの提言がありました。
参加した１４０人は、発表者とともに夢を語り合い、楽
しくまじめに地域の明日を考える一日になりました。

1 月26日㈰

ぬくもりのある地域づくりを目指して
～今坊公民館・友愛館大会～ 

　今坊公民館・友愛館大会が今坊教育集会所で開催さ
れ、地元の小中学生による人権標語や人権詩、人権作
文の発表、人権作品などの展示が行われました。
　また、宇和島市人権擁護委員の浅田淳

あつし

先生による
「幸せになる一番のカギ～差別する心からともに生き
る心へ～」と題した講演もありました。
　会場は、多くの参加者で埋め尽くされ、有意義な大
会となりました。

2 月 1 日㈯
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お し ら せ

３
月
30
日
㈰
～
４
月
30
日
㈬

　

し
ゃ
く
な
げ
の
見
頃
は
、
４
月
上
旬

～
中
旬
で
す
。ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】

一
年
以
内
に
撮
影
し
た
肱
川
町
の
風
景

お
よ
び
諸
行
事

【
締
め
切
り
】
５
月
16
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
７
・
１
５
９
２

大
洲
市
肱
川
町
山
鳥
坂
74
番
地

鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

︵
肱
川
支
所
︶

☎
㉞
２
３
１
１

見
頃
︵
例
年
︶

▽
さ
く
ら　
　
　
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

▽
し
ゃ
く
な
げ　
４
月
上
旬
～
中
旬

▽
つ
つ
じ　
　
　
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬

　

鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り

　

肱
川
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

作
品
募
集

行　事　名 期　　日 場所など

開幕式、餅の実演販売 ３ 月３０日㈰
▽鹿野川園地（野外舞台）
▽道の駅「清流の里ひじかわ」

しゃくなげまつり俳句大会 ４ 月１３日㈰ 肱川風の博物館・歌麿館

しゃくなげゲートボール大会
４ 月22日㈫
予備日：2４日㈭

大駄場ふれあい広場

えびね展示即売会 ４ 月26日㈯～ 2₉日㈫ 丸山公園（しゃくなげ谷入口）

　

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
で
は
、
日
頃
の
ご

愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

ポ
コ
ペ
ン
横
丁
で
は
、
お
菓
子
ま
き

や
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
ベ
イ
ゴ
マ
大
会

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

【
日　

時
】
₃
月
16
日
㈰

　
　
　
　

  

午
前
10
時
～

【
場　

所
】
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
、

　
　
　
　
　

ポ
コ
ペ
ン
横
丁

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課　

☎
㉔
₁
₇
₁
₇

　

あ
か
れ
ん
が
感
謝
祭
＆
ポ
コ
ペ
ン
ま
つ
り

　

２
日
間
に
わ
た
り
、
約
３
万
個
の
廃
油

ろ
う
そ
く
や
提
ち
ょ
う

灯ち
ん
・
行あ
ん

灯ど
ん
な
ど
で
大
洲
城

近
辺
を
彩
り
ま
す
。
夜
の
大
洲
城
を
歩
い

て
、新
た
な
魅
力
を
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
日
は
餅
ま
き
を
開
催
し
、９
日
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
は
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

【
日　

時
】
３
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
５
時
～
９
時

【
場　

所
】
大
洲
城
周
辺

【
主　

催
】
オ
オ
ズ
☆
ロ
ケ
ッ
ト
団

　

オ
オ
ズ
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
♯
５

　
　

 

～
大
洲
城  

音
と
灯
り
の
晩
餐
会
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課　

☎
㉔
１
７
１
７
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Information

　

五
郎
花
を
愛
す
る
会
の
み
な
さ
ん

が
、
今
年
も
一
面
の
菜
の
花
畑
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

当
日
は
、恒
例
の
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、

新
鮮
野
菜
や
つ
き
た
て
の
お
餅
、
う
ど

ん
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
う
ら
ら
か

な
春
の
一
日
、
の
ん
び
り
と
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

【
日　

時
】
３
月
16
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

【
場　

所
】
五
郎
河
川
敷　

菜
の
花
畑

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課　

☎
㉔
１
７
１
７

　

五
郎
菜
の
花
ま
つ
り
の
ご
案
内

　

大
洲
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち

が
、
春
分
の
日
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

菜
の
花
を
バ
ッ
ク
に
、
ス
テ
ー
ジ
部

門
で
は
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
郷
土
芸
能

部
の
豊
年
踊
り
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
部
門

で
は
農
業
高
校
な
ら
で
は
の
学
習
活
動

の
展
示
や
実
演
、
ひ
ま
わ
り
油
で
動
く

車
の
体
験
乗
車
な
ど
、
物
販
部
門
で
は

菜
の
花
う
ど
ん
な
ど
の
バ
ザ
ー
や
出
店

が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
３
月
21
日
㈮

 

　

午
前
９
時
30
分
～

【
場　

所
】
五
郎
畑
の
前
橋

︵
通
称
﹁
赤
橋
﹂︶
下
特
設
会
場

　

第
1₄
回
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
の
ご
案
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
農
業
高
等
学
校　

☎
㉔
３
１
０
１

　今年も城山公園、冨士山公園、祇園公園
でさくらまつりが開催されます。城山公園、
冨士山公園のソメイヨシノから始まり、祇
園公園の八重桜と桜が咲き乱れます。期間
中、各種イベントを実施します。春の訪れ
を感じに出かけませんか。

【期　間】
３ 月28日㈮～ ４ 月25日㈮

【桜の本数】
▽城山公園（ソメイヨシノ）2００本
▽冨士山公園（ソメイヨシノ）３０００本
▽祇園公園（八重桜）7００本

【問い合わせ先】
大洲市観光協会　☎2４－266４

月 日 ４ 月１３日㈰ ４ 月中旬

行 事 ソフトボール大会 剣道大会 観桜会

時 間 午前 8 時３０分
～午後 ３ 時 午前 ₉ 時～午後 ３ 時 午前１１時～午後 ３ 時

場 所 多目的グラウンド 城山公園 祇園公園山頂

月 日 ３ 月28日㈮ ３ 月３０日㈰ ４ 月 6 日㈰

行 事 開幕式
（神事・餅まき） 春神楽 第56回愛媛県下

吟詠剣詩舞大洲大会 茶会

時 間 午前１１時３０分
～午後 2 時

午前１１時３０分
～午後 ３ 時

午前 8 時３０分
～午後 5 時

午前１０時
～午後 ３ 時

場 所 城山公園 八幡神社 市民会館他 6 会場 肱南公民館

　第６６回観光さくらまつり

【日　時】 ４ 月 6 日㈰　午前１０時～午後 5 時
【内　容】▽ぬくもり市　午前１０時～午後 ４ 時
　　　　　▽地元ミュージシャンライブ　午後 １ 時～ ４ 時
　　　　　▽コテージ内見学 　正午～午後 ４ 時
　　　　　 ※ぬくもり市、ライブは雨天中止

【場　所】大洲家族旅行村オートキャンプ場
【問い合わせ先】
大洲家族旅行村オートキャンプ場
☎2３－2３8４

（午後 5 時以降の利用は有料）

大洲家族旅行村さくらまつり無料開放デー
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お し ら せ

　

お
お
ず
女
性
塾
と
は
、
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
人
材

育
成
と
、
い
き
い
き
と
し
た
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
女
性

の
学
習
の
場
で
す
。

　

お
お
ず
女
性
塾
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
各
種
講
座
に
参
加
で
き
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
環
境
問
題
や
福
祉
問
題
な

ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
活
動
や
学
習
を

行
い
ま
す
の
で
、
女
性
の
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

市
内
在
住
の
女
性
で
、
講
座
に
参
加
で

き
る
人

【
活
動
期
間
】
平
成
27
年
３
月
ま
で

︵
途
中
か
ら
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。︶

【
定　

員
】
20
人

【
主
な
活
動
内
容
】

▽ 

男
女
共
同
参
画
や
市
政
、救
命
救
急
、

福
祉
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
講
座

▽
先
進
地
視
察
研
修

▽
市
議
会
の
傍
聴

▽
市
内
施
設
の
視
察
研
修

▽ 

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ

ー
の
合
同
開
催

【
申
込
方
法
】

　

企
画
調
整
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の
﹁
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
﹂
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
員
一
同
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】
３
月
９
日
㈰

　
　
　
　

  

午
前
10
時
～
午
後
３
時

︵
掘
り
出
し
市
は
、
午
前
11
時
～
︶

【
場　

所
】 

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

コ
ー
ヒ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
大
洲
商
店
会
連

合
会
コ
ー
ナ
ー
、委
託
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

手
作
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

☎
㉓
₅
₅
₇
₈

　

第
11
期
お
お
ず
女
性
塾
塾
生
を
募
集
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画
係

☎
㉔
₁
₇
₂
₈

　

こ
の
文
化
展
は
、
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の

内
容
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
大
洲
の
会
員
お
よ
び
活
動
に
賛
同

す
る
み
な
さ
ん
の
作
品
を
展
示
・
即
売

し
、
そ
の
収
益
の
一
部
を
日
本
ユ
ネ
ス

コ
活
動
の
基
金
に
す
る
も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
日　

時
】
３
月
９
日
㈰

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場　

所
】 

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
内　

容
】

１
階
会
議
室

ユ
ネ
ス
コ
茶
会

︵
表
千
家
同
門
会
大
洲
︶

２
０
１
４
大
洲
ユ
ネ
ス
コ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
文
化
展
に
つ
い
て

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

第
18
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

３
階
集
会
室

▽  

展
示
・
即
売
︵
陶
芸
・
絵
画
・
書
道
・

写
真
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
な
ど
︶

▽
活
動
パ
ネ
ル
展
示

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局

中
央
公
民
館

☎
�
₉
₉
₉
₄

新居浜市の女性団体と意見交換 鹿野川ダムの視察研修
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Information

　

お
お
ず
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
伝
い
を
し

て
ほ
し
い
人
︵
利
用
会
員
︶
に
、
子
育

て
の
手
伝
い
が
で
き
る
人
︵
サ
ポ
ー
ト

会
員
︶
を
紹
介
し
、
相
互
の
信
頼
と
了

解
の
上
で
一
時
的
に
子
ど
も
を
預
か
る

会
員
組
織
で
す
。

【
援
助
活
動
の
主
な
内
容
】

▽ 

保
育
施
設
の
保
育
開
始
前
や
保
育
終

了
後
の
子
ど
も
の
預
か
り

▽
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎

▽ 

児
童
ク
ラ
ブ
終
了
後
の
子
ど
も
の
預

か
り

▽
放
課
後
の
子
ど
も
の
預
か
り

▽ 

学
校
行
事
や
通
院
の
際
の
子
ど
も
の

預
か
り

▽ 

冠
婚
葬
祭
や
外
出
の
際
の
子
ど
も
の

預
か
り

※ 

会
員
同
士
の
了
解
が
あ
り
、
事
業
の

趣
旨
か
ら
そ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
依
頼
に
対
応
で
き
ま
す
。

※
子
ど
も
の
宿
泊
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
利
用
会
員
】

 

市
内
在
住
の
生
後
６
か
月
～
小
学
校
６

年
生
の
子
ど
も
が
い
る
人

※ 

利
用
会
員
と
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
両
方

に
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

お
お
ず
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

 

　

利
用
会
員
・
サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集

【
サ
ポ
ー
ト
会
員
】

▽
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

▽ 

子
ど
も
が
好
き
で
、
子
育
て
支
援
に

理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

※ 

講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
利
用
（
活
動
）
時
間
】

午
前
６
時
～
午
後
９
時

【
利
用
料
金
】

▽
月
～
金
の
午
前
７
時
～
午
後
７
時

　

１
時
間
あ
た
り　
　

６
０
０
円

▽ 

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
お
よ
び

右
記
以
外
の
時
間

　

１
時
間
あ
た
り　
　

７
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

お
お
ず
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー︵
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
︶

☎
�
₉
₉
₉
₆

月
～
金
︵
祝
日
を
除
く
。︶

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

会
員
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
援
助
の
依

頼
や
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　大川鯉のぼり川渡し実行委員会では、毎年 ４ 月下旬から 5 月上旬ごろまでの間、子どもたちの健やかな成
長を願い、大成橋上流の肱川に約2００匹の鯉のぼりを泳がせる「鯉のぼり川渡し」事業を実施しています。そ
の光景は勇壮かつ迫力があり、市内外より多くの人が見物に訪れ、大変好評を得ています。
　実行委員会では、今年も無償で譲っていただける鯉のぼりや吹流し、のぼりを募集しています。各家庭で
眠っている鯉のぼりをもう一度、大空に泳がせてみませんか。みなさんからの温かいご寄付を心よりお待ち
しています。
　なお、いただいた鯉のぼりの返却はできませんの
で、あらかじめご了承ください。
　また、 5 月 ３ 日㈯には、鯉のぼりを背景に大川公
民館前の広場で、地元運営による「大川鯉のぼり祭」

（餅つき・農産物販売・各種出店など）を開催する
予定ですので、ぜひお越しください。

【募集期間】 ４ 月１₉日㈯ごろまで
【設置予定期間】　 ４ 月27日㈰～ 5 月１０日㈯ごろ
【問い合わせ先】　大川公民館　☎27－０2００

「鯉のぼり」大募集
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お し ら せ
　

交
通
災
害
共
済
と
は
、
愛
媛
県
市
町

総
合
事
務
組
合
が
行
っ
て
い
る
公
的
共

済
制
度
で
す
。
交
通
事
故
な
ど
で
災
害

を
被
っ
た
場
合
、
少
し
の
掛
け
金
で
見

舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

指
定
金
融
機
関
に
加
入
申
込
書
を
持

参
し
、掛
け
金
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
申
込
書
は
、
市
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
人
に
対
し
て
、
郵
送
ま
た
は
区

長
各
位
に
よ
る
配
付
で
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
途
中
で
大
洲
市
に
転
入

し
た
人
や
、
加
入
申
込
書
が
届
か
な
い

人
で
加
入
を
希
望
す
る
場
合
、
加
入
申

込
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
加
入
資
格
】

大
洲
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
人
お
よ
び
共
済
加
入

者
の
被
扶
養
者
で
、
市
外
に
居
住
し
て

い
る
人

【
掛
け
金
】︵
１
人
年
額
︶

大　

人 

７
０
０
円

中
学
生
以
下 

３
０
０
円

【
共
済
期
間
】

平
成
26
年
４
月
１
日
㈫
～

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

　
平
成
2６
年
度
交
通
災
害
共
済
加
入
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

　
（
受
付
開
始
）

【
適
用
と
な
る
交
通
事
故
】

　

共
済
期
間
中
、
国
内
の
一
般
道
路
な

ど
で
、
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
・

車
い
す
な
ど
︵
交
通
乗
用
具
︶
の
交
通

に
伴
う
接
触
、
衝
突
な
ど
の
事
故
ま
た

は
歩
い
て
い
て
、
交
通
乗
用
具
に
は
ね

ら
れ
た
場
合
な
ど

【
事
故
に
あ
っ
た
場
合
】

　

見
舞
金
の
請
求
方
法
を
説
明
し
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
見
舞
金
請
求
時
に
は
交
通
事

故
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
警
察
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課
地
域
安
全
係

　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
４
２

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
１

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
２
０

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
２

　軽自動車税は、毎年 ４ 月 １ 日現在の所有者にその年額が課税されます。
　車両の譲渡・廃車などがある場合は、早めに下記の手続きを行ってください。手続きが行われないと、実
際に所有していない車両の登録が存続し、軽自動車税が課されることになりますのでご注意ください。
　なお、年度途中で手続きをしても、当該年度課税分は取り消しできません。
　※ 軽自動車税には月割課税制度はありません。

【問い合わせ先】
税務課収納係　　　　☎2４－2１１１（内線１2４・１25）　　軽自動車検査協会　　☎０8₉（₉75）67３０
長浜支所　　　　　　☎52－１１１１（内線１6・１7）　　　愛媛運輸支局　　　　☎０5０（55４０）2０76
肱川支所　　　　　　☎３４－2３１１（内線１１３・１１４）
河辺支所　　　　　　☎３₉－2１１１（内線１１４）

　軽自動車や原付バイクなどの変更・廃車手続きについて

車　種 手続き場所 必要なもの

１25㏄以下の小型バイク
（原動機付自転車など）

税務課または各支所

【廃棄・解体】所有者・届出者の印鑑、ナンバープレート
※解体の場合、ナンバープレートがない時は「解体証明書」
【紛失・盗難】所有者・届出者の印鑑
※盗難の場合、盗難届
【名義変更】新旧所有者・届出者の印鑑
※印鑑は認め印で可（シャチハタ使用不可）

小型のトラクターや農耕車、
フォークリフトなど

66０㏄以下の軽自動車 軽自動車検査協会
　手続き先の各事務所、または車両販売店などにお問い合わ
せください。１25㏄超の中型・大型バイク、

ボートトレーラー 愛媛運輸支局
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Information

　

農
地
を
宅
地
や
植
林
な
ど
、
農
地
以

外
の
も
の
に
す
る
こ
と
を﹁
農
地
転
用
﹂

と
い
い
ま
す
。農
地
を
転
用
す
る
に
は
、

た
と
え
自
分
の
農
地
で
あ
っ
て
も
事
前

に
知
事
の
許
可
︵
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超

え
る
場
合
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
︶

が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
を
転
用
し

た
場
合
に
は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ

　

農
地
を
転
用
す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す

と
に
な
り
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復

な
ど
の
命
令
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
３
４
１
・
３
４
２
︶

申　　請　　人

大洲市農業委員会

県（地方局） 県農業会議

中国四国農政局

提出期限（毎月15日）

①
許
可
申
請
書

⑥
許
可
書
交
付

②
許
可
申
請
書

　意
見
書
送
付

⑤
許
可
書
送
付

※農業委員会の処理

　申請書受付

　書類審査

　書類補正指導

　現地調査

　総会（翌月初旬開催）付議

※県の処理

　申請書受付

　書類審査

　書類補正指導

　現地調査（必要に応じて）

④答　申

③諮　問
③
協

　
　
　議

④
回

　
　
　答

転用面積が２ヘクタールを

超え４ヘクタール以下の農

地転用の場合

　 ３ 月 １ 日から 7 日までの一週間、「春季全国火
災予防運動」が実施されます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎え
るにあたり、火災予防を強化し、火災から生命・
財産を守ることを目的に行われるものです。運
動期間中は、車両による広報活動や住宅への防
火訪問などを行いますので、ご協力をお願いし
ます。

【火災予防の備えと心掛け】

▽調理中はコンロから離れない。
▽寝たばこは絶対にしない。
▽コンセントの掃除を心掛ける。
▽家の周りを整理整頓する。
▽ 住宅用火災警報器を設置し、定期的に作動確

認を行う。
※ 近所のみなさんで声をかけあい、火の用心に

心掛けるようにしましょう。

　愛媛県土地家屋調査士会では、「表示登記の日」
の行事として、愛媛県司法書士会および松山公
証人会と共催で無料登記相談所を開設します。
　悩みを抱えている人は、ぜひご相談にお越し
ください。

【日　時】 ４ 月 5 日㈯　
　　　　　午前 ₉ 時３０分～午後 ３ 時まで

【場　所】大洲市総合福祉センター　

【内　容】▽土地・建物の登記について
　　　　　▽土地の境界について
　　　　　▽不動産の権利の登記について
　　　　　▽供託の手続きについて　　など

【問い合わせ先】
愛媛県土地家屋調査士会　☎０8₉（₉４３）676₉
愛媛県司法書士会　　　　☎０8₉（₉４１）8０65

春季全国火災予防運動が実施されます
～大洲消防署からのお知らせ～

無料登記相談所の開設について
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お し ら せ

引っ越しの準備はお済みですか ～市役所での手続きはお早めに～

社会福祉課での手続き
児童手当
　児童手当の受給者は、転出手続きの際に「受給
事由消滅届」を社会福祉課または各支所へ提出し
てください。転入先では、転出予定日の翌日から１5
日以内に、担当課で認定請求の手続きをしてくだ
さい。手続きを行わないと手当が支給されません。
障がい福祉関係
　障害福祉サービス受給資格証を所有している人
は、転出前に社会福祉課へご連絡ください。身体
障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
を所有している人は、転入先の福祉事務所などで
住所変更をしてください。
　また、下記の受給者についても同様に、転入先
の福祉事務所で所定の手続きを行ってください。
▽特別児童扶養手当受給者　▽特別障害者手当受
給者　▽障害児福祉手当受給者　▽福祉手当受給
者　▽心身障害者扶養共済加入者　▽自立支援医
療費（精神通院、更生医療、育成医療）受給者

【問い合わせ先】
社会福祉課子育て支援室（児童手当） 
　　　　　☎2４－57１8
　　　　　障がい福祉係（障がい福祉）
　　　　　☎2４－１758
長浜支所　☎52－１１１３
肱川支所　☎３４－2３４7
河辺支所　☎３₉－2１１３

市民課での手続き
住民登録（転出手続き）
　市民課または各支所で「転出証明書」を受け取っ
てください。
　新住所に転入後、１４日以内に転入先の市区町村
役場で転入手続きをしてください。
※外国人住民も届け出が必要です。

【持参するもの】
▽運転免許証など本人確認ができるもの
※ 外国人住民の場合は、在留カード、特別永住者

証明書（または外国人登録証明書）
▽認め印
▽住民基本台帳カード（所有者のみ）
▽印鑑登録証（登録者のみ）
▽国民健康保険証（加入者のみ）
※代理人の場合、委任状が必要

【郵送による転出届】
▽申請者の住所、氏名、押印、
　電話番号（昼間の連絡先）
▽異動（転出）年月日
▽新住所、世帯主名
▽旧住所、世帯主名
▽異動した人の氏名
※ 以上を記入の上、運転免許証など本人確認でき

るもののコピー、返信用封筒（宛先を記入）、8０
円切手を同封し郵送してください。
国民年金
　転入先で年金手帳を提示して、住所変更の手続
きをしてください。
　退職などにより、厚生年金や共済年金の資格を
喪失している場合は、転入先で国民年金加入の手
続きをしてください。

【問い合わせ先】
市民課市民係　☎2４－１7１０
長浜支所　　　☎52－１１１３
肱川支所　　　☎３４－2３３１
河辺支所　　　☎３₉－2１１３

高齢福祉課での手続き
介護保険被保険者証
　65歳以上の人または４０歳～ 6４歳の人で要介護認
定を受けている人は、転出手続きの際に被保険者証
を返却し、転入先で新たに手続きをしてください。

【問い合わせ先】
高齢福祉課介護保険管理係　☎2４－１7１４
長浜支所　　　　　　　　　☎52－１１１４
肱川支所　　　　　　　　　☎３４－2３４7
河辺支所　　　　　　　　　☎３₉－2１１３
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Information

教育委員会での手続き
小中学校の転校手続き
　転出手続きなどが済み次第、学校
教育課にご相談ください。
　市外の小中学校に転校する場合、

「在学証明証」などの書類を転入先の
学校に提出してください。

【問い合わせ先】
学校教育課　☎2４－１7３３

保険環境課での手続き
後期高齢者医療被保険者証
　転出手続きの際に被保険者証を返却し、転入先で新たに手続
きをしてください。
医療費給付の受給資格者証
　母子家庭、乳幼児、重度心身障害者医療費の受給資格者証は、
転出手続きの際に返却し、転入先で新たに手続きをしてください。

【問い合わせ先】
保険環境課高齢者医療係　☎2４－１7１３
長浜支所　　　　　　　　☎52－１１１４
肱川支所　　　　　　　　☎３４－2３３１
河辺支所　　　　　　　　☎３₉－2１１３

水道課での手続き
転居する場合
　引っ越しなどで上下水道の使用を中止する場合、検針日から転居までの料金は転居後の請求となります。
　検針日からの経過日数によっては、転居後 2 カ月分の請求になる場合もあります。
　上下水道の使用を中止する場合は、 ４ ～ 5 日前までに水道課にご連絡ください。
新しく使用する場合
　引っ越しや新築などで、新しく上下水道の使用を開始する場合、使用する １ 週間前には必ず水道課へご連
絡ください。（ ３ ～ ４ 月は混み合うため、早めのご連絡をお願いします。）
※連絡がないと、使用時に水が出ない場合があります。

【問い合わせ先】　水道課　☎2４－３75３

～上下水道料金の支払いは便利な口座振替で～
　仕事などにより、金融機関や窓口での毎月の支払いが難しい人

は、便利な口座振替をご利用ください。口座振替の申し込みは、

取り引きのある金融機関で手続きをお願いします。

～水道メーターで自宅の水漏れが確認できます～
　水道の蛇口などを全部閉めた状態で、水道メーターのパイロッ

ト（写真参照）が回っていれば宅内で水漏れの可能性があります。

水漏れを発見したら、早急に大洲市指定の給水装置工事事業者に

修繕の依頼をしてください。 パイロット
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お し ら せ

無料法律相談
時　 ３ 月2０日㈭
　　午後 2 時～ ４ 時３０分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎2４－４１１１
市民法律相談
時　 ３ 月１5日㈯
　　午前１０時～午後 ４ 時
場　大洲市民会館　※要電話予約
問　市役所総務課行政係
　　☎2４－１72４
年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　 ３ 月 5 日㈬ ･ １４日㈮ ･ 25日㈫
　　午前１０時～午後 ３ 時３０分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 ３ 月１2日㈬
　　午前１０時～午後 ３ 時３０分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎０8₉ ︵₉25︶ 5１０5
人権相談
大洲地域
時　 ３ 月2０日㈭　午前１０時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 2 階）
時　 ３ 月１４日㈮　午前１０時～正午
場　新谷公民館
肱川地域
時　 ３ 月１４日㈮
　　午前１０時～正午
場　肱川公民館
問　※急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎０57０（００３）１１０
　　市役所人権啓発課
　　☎2４－１7４6
行政相談（総務省）
大洲地域
時　 ３ 月2０日㈭　午前 ₉ 時～正午
場　市役所 １ 階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎2４－１72４
長浜地域
時　 ３ 月28日㈮　午後 １ 時～ ４ 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　長浜支所　☎52－１１１１
肱川地域
時　 ３ 月 5 日㈬
　　午後 １ 時３０分～ ４ 時３０分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　肱川支所　☎３４－2３2０
河辺地域
時　 ３ 月１０日㈪　午前１０時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎３₉－2１１2
不動産無料相談
時　 ３ 月１7日㈪
　　午前１０時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎25－１7４7

　
 

平
成
2６
年
度
「
ふ
れ
あ
い
看
護

体
験
」
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

 

平
成
2６
年
度
労
働
基
準
監
督
官

お
よ
び
法
務
省
専
門
職
員
（
人

間
科
学
）
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

 

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効

期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

 

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
利

用
料
金
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て

　

５
月
12
日
は
﹁
看
護
の
日
﹂
で
あ
り
、

こ
の
日
を
含
む
週
間
を
﹁
看
護
週
間
﹂

と
し
て
い
ま
す
。
看
護
週
間
行
事
と
し

て
、
１
日
看
護
体
験
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
実
施
施
設
・
期
日
】

▽
大
洲
中
央
病
院　
　

５
月
12
日
㈪

▽
喜
多
医
師
会
病
院　

５
月
15
日
㈭

▽
市
立
大
洲
病
院　
　

５
月
16
日
㈮

【
募
集
人
数
】

▽
大
洲
中
央
病
院　
　

10
人

▽
喜
多
医
師
会
病
院　

５
人

▽
市
立
大
洲
病
院　
　

５
人

【
募
集
方
法
】

　

往
復
は
が
き
に
﹁
ふ
れ
あ
い
看
護
体

験
参
加
希
望
﹂
と
明
記
の
上
、
次
の
項

目
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

住
所
・
氏
名
︵
フ
リ
ガ
ナ
︶・
年
齢
・

性
別

▽
職
業
︵
学
生
は
学
校
・
学
年
︶

▽
電
話
番
号

▽
洋
服
・
靴
の
サ
イ
ズ

▽
学
校
の
許
可
の
有
無︵
中
高
生
の
み
︶

【
応
募
締
切
日
】
４
月
25
日
㈮

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

各
施
設
の
担
当
窓
口

　

 

　

例
年
、
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期

限
は
３
月
末
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
の
国
民
健
康
保
険
証
は
７
月
末
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険

証
は
、
１
人
１
枚
の
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
へ

変
更
に
な
り
、
７
月
中
旬
郵
送
予
定
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課　
　

☎
㉔
１
７
１
０

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
３

　

次
の
と
お
り
、
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
担
当

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
試
験
日
】

一
次
試
験　

６
月
８
日
㈰

【
受
付
期
間
】

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
１
日
㈫
～
14
日
㈪

▽
郵
送
ま
た
は
持
参　

　

４
月
１
日
㈫
～
２
日
㈬

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

労
働
基
準
監
督
官

〒
７
９
０
・
８
５
３
８

松
山
市
若
草
町
４
・
３

愛
媛
労
働
局
総
務
課
人
事
係

☎
０
８
９
︵
９
３
５
︶
５
２
０
０

法
務
省
専
門
職
員

〒
７
６
０
・
０
０
３
３

香
川
県
高
松
市
丸
の
内
１
・
１

高
松
矯
正
管
区
職
員
課

☎
０
８
７
︵
８
２
２
︶
４
４
６
９

　

４
月
１
日
㈫
よ
り
消
費
税
が
５
％
か

ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
市
内
施
設
の
利
用
料
金
な
ど
が
変

更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

各
施
設
な
ど
の
料
金
に
つ
い
て
は
、

各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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